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本研究では安価な装置によって核融合を起こすことができる慣性

静電閉じ込め(Inertial Electrostatic Confinement)核融合という方

式を用いた放電型プラズマ中性子源を用いて中性子照射を行い、中性

子IP(イメージングプレート)で透過像を得た。 
 
 本実験では中性子源として京都大学の IEC25 を用い
て中性子ラジオグラフィ実験を行う。図１は IEC25の外
観図である。線源として IEC25を用いることで従来の装
置に比べて、小型であり、ターゲット交換等のメンテナ

ンスも不要で保守が容易で可搬なシステムとすることが

可能である。 
 
 図２にシステム概略図を示す。IEC25 の下に中性子
イメージングプレート（中性子 IP）と試料を配置する。
試料には穴が空いた Cd 板を使用した。中性子 IP は X
線にも感度があるため、図のように Pbで X線を遮蔽し
た。今回の実験では IEC25 による中性子イメージング
の空間分解能を調べるため、中性子 IP と試料の間に
Al板を配置し実験を行った。 
 
 図３に透過画像の解析結果を示す。

中性子 IP と試料の距離 0mm（Al 板
0mm）ではすべての穴を識別できた。
しかし中性子 IP と IP 試料の距離を大
きくなるに従い穴がぼやけてみえ、中

性子 IP と試料の距離が 9mm（Al 板
9mm）ではΦ10mm 以下の穴が識別で
きなかった。これらの結果より厚さが

薄い試料では解像度が高く鮮明な透過

画像を得ることができるが試料の厚さ

が大きくなるに従い、像がぼやけ見え、

解像度が低下することがわかった。今

後は透過画像の解像度を高くするため

コリメータを配置し、中性子イメージ

ングを行う予定である。 
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図１.IEC25外観図 
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図２.システム概略図 

図３.画像解析結果 


